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レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
や
休
日

は
、
わ
た
し
た
ち
の
日
常
に
う

る
お
い
や
気
分
の
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。 

　
行
楽
に
出
か
け
る
時
の
ち
ょ

っ
と
し
た
配
慮
で
、
自
然
環
境

を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。 

・
な
る
べ
く
歩
き
ま
し
ょ
う 

・
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
ま

　
し
ょ
う 

・
使
い
捨
て
容
器
や
割
り
ば
し

　
を
使
わ
な
い
工
夫
を
し
ま
し

ょ
う
。 

 

・
出
か
け
先
で
ご
み
を
捨
て
ず
、 

　
ゴ
ミ
袋
を
持
参
し
て
持
ち
か

　
え
り
ま
し
ょ
う 

・
野
外
活
動
で
、
ご
み
を
燃
や

　
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う 

・
出
か
け
先
で
ご
み
拾
い 

・
休
日
は
近
所
の
ご
み
拾
い 

〈
残
さ
れ
た
自
然
〉 

・
国
場
川
の
河
口
に
あ
る
ラ
ム

サ
ー
ル
登
録
湿
地
。 

１
９
７
０
年
代
に
７

０
０
０
羽
の
水
鳥
が

飛
来
し
ま
し
た
が
今

で
は
８
０
０
羽
ほ
ど

し
か
確
認
で
き
ま
せ

ん
。 

・
ホ
タ
ル
や
オ
リ
イ

オ
オ
コ
ウ
モ
リ
、
野

鳥
が
手
軽
に
観
察
で

き
る
場
所
で
す
。 

・
那
覇
空
港
の
沖
合
に
あ
る
手 

　
つ
か
ず
の
イ
ノ
ー
（
礁
地
） 

　
が
大
嶺
海
岸
で
す
。 

詳
し
く
は
環
境
保
全
課
ま
で 

1
８
６
２
ー
９
１
９
９ 

 

　
食
生
活
が
豊
か
に
な
り
、
手
軽

な
食
材
に
頼
る
よ
う
に
な
っ
た
沖

縄
。
食
塩
や
脂
肪
の
取
り
す
ぎ
、

食
べ
過
ぎ
に
よ
る
肥
満
な
ど
の
生

活
習
慣
病
が
増
え
て
い
ま
す
。
 

　
本
市
で
も
平
成
４
年
に
那
覇
市

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
を
発
足
。

こ
れ
ま
で
正
し
い
食
生
活
の
普
及

と
地
域
住
民
の
健
康
を
は
か
り
、食

生
活
講
習
会
や
親
子
料
理
教
室
・

在
宅
介
護
食
講
習
会
な
ど
を
開
催

し
、
市
民
の
食
生
活
の
改
善
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
10
周
年
式
典
で
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
市
民
の
食

生
活
の
改
善
に
努
め
て
き
ま
し
た

19
人
の
推
進
員
へ
の
表
彰
と
女
優

で
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
松
居
一
代
さ

ん
に
よ
る
「
輝
い
て
生
き
る
〜
家

族
の
健
康
は
私
が
守
る
」
と
題
で

講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
伊
藝
美
智
子
助
役
が
「
食
生
活

は
家
族
や
地
域
市
民
の
健
康
維
持

に
と
っ
て
一
番
重
要
な
こ
と
で
す
。

那
覇
市
の
食
生
活
改
善
推
進
員
の

み
な
さ
ま
の
ご
活
躍
に
感
謝
い
た

し
ま
す
」
と
挨
拶
、
推
進
員
へ
表

彰
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。
 

　
独
居
老
人
数
や
介
護
認
定
率
が

高
い
本
市
で
は
、
食
習
慣
の
改
善

が
重
要
課
題
で
す
。
 

　
今
回
の
食
生
活
改
善
功
労
者
市

長
表
彰
者
は
、
推
進
員
と
し
て
10

年
間
継
続
し
、
地
域
の
健
康
づ
く

り
、
栄
養
、
食
生
活
改
善
活
動
を

し
た
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）
 

川
満
セ
ツ
子
、
池
間
洋
子
、
大
城

ト
ヨ
、
奥
間
ミ
エ
、
垣
花
シ
ズ
エ
、

神
谷
芳
子
、
岸
本
諒
子
、
城
間
久

子
、
高
山
佳
子
、
武
富
寛
子
、
田

名
芳
子
、
知
念
千
代
子
、
西
原
登

喜
子
、
又
吉
千
代
子
、
宮
里
洋
子

宮
平
よ
し
子
、
目
取
眞
ヨ
シ
子
、

本
村
安
江
、
金
城
勝
子
 

1

　
市
民
の
皆
さ
ん
、
公
園
を
里
子 

に
見
立
て
里
親
と
な
り
、
定
期
的 

に
公
園
内
の
清
掃
、
花
壇
づ
く
り

な
ど
の
美
化
環
境
活
動
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
本
市
で
は
市
民
と
と
も
に
、
親 

し
ま
れ
る
公
園
づ
く
り
を
行
う
た 

め
「
那
覇
市
公
園
里
親
実
施
要

綱
」
を
制
定
し
ま
し
た
。 

　
里
親
に
な
る
に
は
、
５
人
以
上 

で
構
成
さ
れ
た
団
体
と
し
、
里
親 

申
込
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま 

す
。
活
動
場
所
、
活
動
内
容
等
は 

協
議
し
た
う
え
で
き
め
、
協
議
が 

調
っ
た
場
合
に
合
意
書
を
取
り
交 

わ
し
ま
す
。 

　
里
親
に
対
し
、
公
園
の
愛
護
意 

識
の
高
揚
と
公
園
美
化
活
動
が
自 

主
的
に
行
え
る
よ
う
、
清
掃
用
具

等
の
支
給
と
里
親
名
を
記
し
た
表

示
板
の
設
置
を
行
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
愛
護
活
動
の
円
滑
な
運 

営
を
図
る
た
め
、
報
償
金
の
交
付 

を
行
い
ま
す
し
、
特
に
活
動
が
優 

れ
て
い
る
里
親
へ
は
表
彰
も
行
い 

ま
す
。 

　
な
お
、
里
親
の
活
動
等
は
次
の 

と
お
り
で
す
。 

 

（1）
空
き
缶
や
ご
み 

　
等
の
収
集
、
除

　
草
、
清
掃 

（2）
植
栽
の
企
画
提 

　
案
及
び
実
施 

（3）
公
園
等
の
破
損

　
等
に
関
す
る
情

　
報
の
提
供 

「
里
親
」
の
代
表

者
等
は
那
覇
市
が
行
う
公
園
管

理
・
園
芸
等
の
講
習
会
へ
参
加
す

る
こ
と
。 

問
い
合
わ
せ
先
　 

公
園
緑
地
課
8
5
5-

5
0
3
9
 
   

フ
ァ
ッ
ク
ス
8
5
5-

5
0
4
0
  

　
毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
第

22
回
漆
器
ま
つ
り
」
（
主
催
：
琉

球
漆
器
事
業
協
同
組
合
）
が
伝
統

工
芸
館
で
開
催
さ
れ
、
朱
と
黒
の

鮮
や
か
な
漆
商
品
が
通
常
よ
り
も

格
安
で
展
示
即
売
さ
れ
ま
し
た
。 

　
会
場
で
は
お
正
月
用
の
屠
蘇
、

琉
舞
の
「
四
つ
竹
」
を
描
い
た
飾

り
盆
、
銘
々
皿
、
花
び
ん
、
菓
子

器
、
眼
鏡
立
、
名
刺
入
れ
、
イ
ヤ

リ
ン
グ
、
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
コ

ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
な
ど
多
種
多
様
な

品
が
一
堂
に
並
べ
ら
れ
た
ほ
か
、

日
替
わ
り
半
額
・
お
楽
し
み
抽

選
・
解
説
ビ
デ
オ
の
コ
ー
ナ
ー
も

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
「
結
婚
式
の

引
出
物
を
」
と
店
員
に
相
談
す
る

市
民
や
琉
球
漆
器
を
初
め
て
手
に

し
た
観
光
客
が
じ
っ
く
り
品
定
め

す
る
姿
も
見
ら
れ
、
会
場
は
終
日

賑
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。 


